

















































































































































































































































































































標本数 2235 2363 2203
関東 ジニ係数 0．2349 0．2367 0．2519
標準誤差 0．0042 0．0038 0．0039
プロージビリティ測度 0，629 0，997
標本数 1025 1110 1049
北陸・東海 ジニ係数 0．2290 0．2384 0．2391
標準誤差 0．0049 0．0049 0．0049
プロージビリティ測度 0，914 0，531
標本数 1134 1124 1044
近畿 ジニ係数 0．2436 0．2511 0．2617













































































































人口15万以上の市 標本数 5005 5271 5035
ジニ係数 0．2965 0．2951 0．3082
標準誤差 0．0037 0．0035 0．0038
プロージビリティ測度 0，398 0，995
人口15万未満の市 標本数 2776 2724 2755
ジニ係数 0．2914 0．2943 0．2918
標準誤差 0．0062 0．0047 0．0043
プロージビリテイ測度 0，653 0，344
町村 標本数 2288 2258 2066
ジニ係数 0．2833 0．3006 0．2933




人口15万以上の市 標本数 3404 3602 3293
ジニ係数 0．2473 0．2472 0．2588
標準誤差 0．0035 0．0033 0．0032
プロージビリテイ測度 0，484 0，993
人口15万未満の市 標本数 1760 1840 1778
ジニ係数 0．2364 0．2500 0．2470
標準誤差 0．0043 0．0044 0．0040
プロージビリティ測度 0，988 0，302
町村 標本数 1323 1420 1290
ジニ係数 0．2332 0．2480 0．2557





















































































































































30歳代 標本数 1982 1803 1561
ジニ係数 0．2011 0．2100 0．2007
標準誤差 0．0038 0．0048 0．0042
プロージビリティ測度 0，929 0，070
40歳代 標本数 2275 2318 2021
ジニ係数 0．2039 0．2113 0．2194
標準誤差 0．0031 0．0034 0．0037
プロージビリテイ測度 0，944 0，947
50歳代 標本数 1415 1765 1802
ジニ係数 0．2378 0．2314 0．2455











































40歳代 50歳代 40歳代 50歳代 40歳代 50歳代
a
30歳代
S0歳代
0，725 1，000
P，000
0，600 0，999
P，000
1，000 1，000
P，000
表14　2人以上の一般世帯・勤労者世帯におけるプロージビリティ測度（a＜b）の世帯主年齢階級間比較
　また，30歳代，40歳代，50歳代の各年齢階級区分では，すべての時点においてジニ係数の値
は，予想通り2人以上の一般世帯全体の方が勤労者世帯のみよりも大きくなっている。
　次に，2人以上の一般世帯全体について，世帯主の年齢階級間でジニ係数を比較してみる。
表13を見ると，年齢階級が高い方がジニ係数が高くなっている傾向がある。しかし，平成11年
の60歳代と70歳以上ではあまり差はないようだ。
　さらに，2人以上の一般世帯の中の勤労者世帯にのみ着目して見てみると，表14より2人以
上の一般世帯全体同様に，年齢階級が高い方がジニ係数が高くなっている傾向が見られる。し
かし，平成元年と平成6年の30歳代と40歳代においてその傾向が弱くなっている。
5　おわりに
　以上，年間収入を世帯，地域，都市階級，および世帯主の年齢階級について，時系列変化や
類型別の差を見てきたが，プロージビリティ測度に基づき結論が比較的はっきりと下せるケー
スは次のとおりである。
　世帯区分で比較すると，2人以上の一般世帯と単身世帯では，プロージビリティ測度も1．0で
単身世帯の方がジニ係数は大きい。また，2人以上の一般世帯全体とその中の勤労者世帯のみ
で比較すると，世帯，地域，都市階級，世帯主の年齢階級におけるジニ係数は，2人以上の一
般世帯全体の方が勤労者世帯のみよりもジニ係数が大きくなっている。さらに，世帯主の年齢
階級別では，年齢階級が高い方がジニ係数も高い傾向が見られる。
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　時系列変化では，2人以上の一般世帯においてジニ係数の増加傾向が見られる。2人以上の
一般世帯の中では，勤労者世帯も同様にプロージビリティ測度が約0．98でジニ係数の増加傾向
が見られるが，勤労者以外世帯はプロージビリティ測度による信頼性も低く、結論を下すこと
は難しい。単身世帯においては平成6年のみジニ係数の増加傾向が見られる。また，2人以上
の一般世帯において地域別の比較では，関東と中国・四国は平成11年に，九州・沖縄は平成6
年にジニ係数が増加している。同様に，都市階級別の比較では，人口15万以上の市で平成11年
に，町村で平成6年にジニ係数が増加している。世帯主の年齢階級別の比較では，どの年代に
もジニ係数の大きな増加の傾向は見られない。
　本稿では，プロージビリティ測度の導入によりこうした結論を確認することができたと考え
る。ただし，これはあくまそ「全国消費実態調査」のリサンプリングデータに基づく結果であ
ることを付記する。
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